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1. 研 究 目 的

地下水はその地域の降雨,地質,土壌,植生等によって影響されるが又その地域に河川湖沼等が存在

する揚合にはそれ等によって影響される事もある.特にそれ等の河川湖沼等が人工によって従来の様相

を変化する時地下水に如何なる影響を与へるかと云ふ事は地下水を飲料その他に利用しているその地域

の住民に取っては重要な問題である.

此処で取り上げた研究問題はその様な場合の二つの例である,即ち長野県に於て三峰川沿岸及び南佐

久郡穂積村スバリ川沿岸の地下水研究である.

尤づ三峰川に於ては現在美和村地籍と高遠町地籍に多目的ダムが設置されんとしているが,そのダム

設置が下流沿岸地域の地下水に如何なる影響を与えるかと言ふ事は重大な関心を持れている事である･

其処で本研究に於てほこの三峰JI僚 岸地域特に伊部市伊部部,美等,東春近,富県地帯の地下水の現在

未だダムが設置されざる時の実態を充分に見究め以って将来ダムが設置された場合の地下水の変化状況

に対する推定の基礎たらしむると共にダム設置後の地下水調査研究の比較の材料たらしむるのが目的で

ある.

次に第二の研究課題として穂積村スバリ川周辺の地下水について あゞるが,昭和30年12月中旬より同

村東馬流上水道集水井に於て地下水位の低下甚だしく揚水に非常に困難を生じ,その為地元では水道断

水或ひは時間給水を行ふ状況となった.

此の地下水位の低下の原因として考えられるの抹

① 12月と云ふ渇水時期に入り又降雨量少なき為水源に水量が少なくなった為の自然的原因による地

下水位の低下.

② 集水井上流部に於て行った治山事業による土砂の流出の為,河床砂硬面が覆はれ,水o)遼遠不良

による地下水位の低下.

⑧ 地形の突然変化その他の原因.

等であり,其処で本調査実験は地If水位の低Ifの原因が三つの中の何れであるかを見究めるのを目的

としたのである.

2. 研 究 方 法

三峰州周辺地下水の現状を把握する為に此処で取った方法は,この地域の地質,土質の現況,気象特

に降雨量の状況,地下水位の変化状乱 河川水位の変化状況を現地踏査,過去の資料の蒐集及び分析,

観測器械による鶴測,室内実験等によって見究めた.そして之等気象,地下水位,河川水位等の間の相

関 係々を研究した.叉地下水は特に水の蕗透との関係が密接なので之については Radio-Isotopeを使

用して室内実験を行った.

その他比の地域では現在土水路の状態である用水路を購来コンク1)-ト水路とする事が計画されてい
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るので現在は土水路より湊透して地下水となっている水も終乗は水路より蕗透がなくなり地下水に及ぼ

す影響も考えられるので土水路中の水の損失状況を実在の土水路について調査研究した.

伺叉穂積村スバリ川周辺に於ける地下水の究明を行う方法としては第一に現地踏査を行い現状を充分

把起し,又過去の関係資料を調査し,第二に現地の土壌を採取し実験室内に於て実験を行って地下水位

低下の原因の追究を行った.

第 二 幸 三峯川沿岸地下水

第1図 三 峯 川 沿 岸 地 下 水 調 査 地 点



1. 調査地現況

(1) 地域及び地勢,地質,土質

調査地域は,第 1図に示す様に伊部市主として東春近 ･富県･美慧 ･伊部部区の中三峰川沿岸地域及

び天龍川東岸地域に重点を置いて調査した.

調査地域の標高は東春近区で610m前後以上,伊部部 ･美等区で650m前後以上を示し,東春近地区

南部より北及び栗に向って次第に標高が高くなり,且つ段丘状をなして高 くなっている.叉三峰川右岸

地区に於てほ大きく分けて三段丘状に段丘をなし第一段丘 (上段:六道原から伊部公園附近まで)第二

段丘 (中段 :伊部市待他言町から下段に至る県道南側三峰川に至る間)第三段丘 (下段:現河床)に区

別される.

第一段丘は表土にロームが3-5mの厚さに雷はれ,その下郡は洪積世時代に形成された砂疎及び粘土

質物であり,可成り不透水の処があるも完全なる粘土はない.洪積世時代の成立であるが,未だ固結岩

に至ったものはなく半間結に至りつ あゝる.第二段丘との高低差は30-40m位で崖状酔 こ於て不透水層

によって迭透水の湧出を各所に見る.芋習曲傾動せる所はなく殆んど水平堆積層の伍である.

第二段丘は洪積層の堆積層が削刺され声処に再び河床砂硬が堆積したもので,新しい砂硬の堆積は処

に依って興るが伊郡部地籍に於ては8m位である.新堆積砂喋は現河床砂機に比較すれば酸化砂によっ

て茶褐色となっているが圧密状態は低く透水層であって不透水層の部分はなく降雨及び田園等の地上水

は大部分渉透 して下部洪積層によってさえぎられ伏流水となっている.

第三段丘は現河床砂喋であり第二段丘堆積層を経づして直接洪積層に接していると恩はれる･現河床

砂襟の厚さは処によって異っているが5-8m位である.

先に三峰川開発事務所で行った伊部部地籍上農高校庭井の試錐の結果を見ると地下滞水部分は 9.-13

mの部分と24m以下の部分の2ヶ所にあり,上部汗水部分は自由水であるが,下部の滞水居は被庄水

で水位は上郡地下水層を貫き地表下8.8mに達する.叉この地下水層は相当厚 く下郡になるに従いその

量も多いものと思われ,且つ此の地点の地質嘩 兄は沖積層は転石混りの砂磯で8m.その下郡洪積層は

襟多く圧密状態の惑い部分が 9-13m (上部滞水屑)で,此の部分の水位は地表下 9.2m である･更に

その下部は圧密良好なる粘土質で処々砂及び転石況りの砂磯があり,不透水層を形成し(地下13.-24m)

24m以下は砂瞭盾で圧密状態は悪く.下部地下帯水層をなしている.

土質としては代表的に上部段丘地域の芙管区大字末広六道原中部実験農場 (標高720m)中部段丘地

域の美管区4097番地及び東春近区大字原新田 貝沼原 (標高 690m) の三地点の物理的土性を示すと

第1表の如し.侍比硬の為行った信州大学農学部附近土壌の分析結果は第1表 (iv)に示す通 りである｡

第1表 土 壌 分 析 結 果

(i) 美篤村大字末広六道原中部実験農場 (療高720m)

物 理 的 性 質
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横 城 的 j取 成

(ii) 東春近区大字原新 田 月沼原 (標高690m)

物 理 的 性 質

機 械 的 組 成

(iii) 美 篤 区 4,097番 地 地 点

物 理 .的 性 質

横 桟 的 取 成

深 度 cm 裸 ミ粗 砂 細 砂 徽 砂 粘 土 土 性

0一一10 2.65% 8.62% 34.18プ乙 21.18% 33.37,0,i 壌 土
8.85洋 35.11※ 21.76# 34.28X:.I

10.-.30 6.48% 10.57 39.04 18.52 25.39 仝 ｣こ
ll.30※ 41.74浮 19.81;衣 27.15※

30一一50 17.53% 8.91 28.97 15.70 28.89 仝 上

下部※の数字は細土中のプo/
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彦 透 係 数

I . I }蔓 I

(iv) 上伊那郡南箕輪柑信大農学部附近土盛

物 理 的 性 質

深 度 cm 真 比 重 仮 比 重 孔 隙 率 %

30-50 2.586 0.714 68.47

械 城 的 組 成

深 度 cm 稜 粗 砂 細 砂 微 砂 枯 土 土 性

30-50 2.2% 1.5% 1.173 33.9/oo/ 63.5% 細 埴

之より見ると土壌の物理的性質では美管区六道採,東春近区貝沼原,大学農学部附近の土壌は相当似

ているが美驚区4097番地地点の土壌は粘土少なく砂分の多い土壌である.

(2) 一 般 的 気 象

地下水と最も関係の深い一般的気象としては降雨であるが,それ以外にも蒸発量,温度も地下水と関

係がある.今信大農学部に於て昭和25年 1月より昭和30年 9月迄に観測せる月別降雨量,蒸発量,温度

を示せば第2表の如くである.

第2表 気象月別記録 (降雨量蒸発量平均気温) 信大農学部

項 目

降雨量mm

蒸苑量mm

平均気温oC

降 雨 量

蒸 発 量

平均気温

降 雨 量

蒸 苑 量
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之を見ても明瞭の様に降雨量は年

によって非常に多量な時があり此の

様な年は地下水量も豊富になると恩

はれる.即ち降雨は蒸発するのを除

けば他は地表流去,迭透,保留の何

れかとなり,何れも地下水と深い関

係を有す但し第2表の記録は信大農

学郡に於ける降雨量であるから他の

地域の降雨量は之と必ずしも一致せ

ず異った値を示す.之については北

大菅谷氏等の研究もあり,伊那谷に

ついては海抜高さと積算降雨量との

関係は第 2図の枝になる事を示して

いる.

ML･'-凄耳珠一月を心

叉降雨の型によっても海抜高さに

より降雨量が異る事を説明しA型

--地型性分布型,B型･･･--様式

分布型,C型--散乱性分布型の夫
々の降雨状況を第3図の様に示してある.

Jで0

従って本地域の地下水調査についても沢山な降

雨量観測地点について観測値を得なければならぬ

が
,
此処では信大農学部の観測値及び伊那建設事

務所の観測値を中心とし,
他の嶺測値は参考と

した
.
伺昭和28年4月-29年7月の伊部建設事務所に

於ける日降雨量は第3表の如くである.
又第2表に示してある蒸発量は金属蒸発計より

の蒸発量である為地表面或ひは植物体面よりの蒸

発量とは大いに異り,この
値をそのまゝ使用して

/,oQO /P O 2,0ク√ ･2,わ0 3,COO

をま/打嫡 頑 (m)

第3図 海抜高さと一続きの雨の量との関係

〃〃
汁
向JO
£～〃 _____l旦 里 一 一

3770 7J-1' /CoQ /2fE? 伽 /rJQ lw0 73tt･ 之flLQ～TJQ 3.QO
粗動 究恵(～)

はならぬが月別変化状況等は之等の値より知る事

が出来る.平均気温について12･1･2･3月には摂氏零度以下になる事が度々あり,従って地表面も凍結

し,地下水に影響を与へる.併し地温は必ずしも気温と一致せず,特に地中深くなれば冬期の寒い時期

でも可成り高温を保ち,或一定の深さになると年中殆んど地温変化の無い地点があるから地温の地下水

に対する大きな影響はそれ以上の地層について行はれる事に注意しなければならない.
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第3表 雨 量

2.地下水位変化

本研究は地下水位の変化状況を年間を通じ或ひは月毎に或ひは日毎に叉時間毎に充分観察する専によ

り地下水と降雨量の関係,地下水と河川水位との開院等を研究せんとするもので,三峰川給合開発事務

節,伊部建設事務所,建設省赤穂事務所,建設省美和工事々務所.信大農学部等にある地下水資料と河

川資料･気象資料等を分析し,又現地に自記水位計を設置し研究を進めた.

(1) 年 変 化

地下水位変化については伊部部地区では昭和28年5月-29年 5月,美等地区では昭和 28年7月-29

年7月の夫々一年間,棄春近地区 (富県区を含む)では昭和28年6月- 11月の6ケ月間の記録がある

が,年変化について見ると伊部部地区,美等地区とも地下水位の最も上昇するのは6･7月の豊水期で,
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それ以後は地下水位は多少の上下はあるが全般的に次第に下降し1･2月の渇水期に最も低くなる.年較

差を見ると平均的に伊部部地区の方が=実篤=地区よりも較差が大で,伊部部地区では年較差6m以上にも

なる井戸が所々ある.(第4表参照)

第4表 地 下 水 位 較 差 表 (年及6ケ月)

年 較 差 年 較 差 6ケ月間較差 6ケ月間較差

伊 郡 部 美 篤

4

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

1

1

1

1

1

1
-

ON m9

0

0

6

8

4

5

9

1

9

(U

6

0

1

2

3

9

7

4

6

6

4

8

8

4

2

0

5
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2
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3
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2

6

3

3

4

6

6

7

7

5

4

1

2

3

4

5
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8
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0
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1

1

1
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0

0
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2
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0
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0

5
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4

0

2

1

2

2

2

1

2

2

1

1

2

3

而し之等地下水位年変化を河川水位変化と比硬

する為三峰川筋高遠地点,天龍川筋桜橋 ･沢渡地

点の河川水位を取って見ると年較差は昭和28年 4

月-昭和29年7月に於て地下水の方が一般的に大

である.(第5表参照) 之は河川の形状にもよる

が渇水期である1･2月頃に於て地温が下り土壌が

東 春 近 東 春 近

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

り一
3

4

5

6
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1

1

1

1

1

1

1

1

0N ∩O
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6

5

0

1

5

7

2

1

2

3

1

1

2

4

1

0

2

第5表 河 川 水 位 年 較 差

自昭和28年4月至昭和29年 7月

三峯川筋高遠 天鴇川筋桜椅 天龍川族沢渡

凍結し地下水に対する水の補給が断たれるのが大きな原因と恩われる.而して河川には渇水期にも基底

流量は常に流れており,その河床の下は凍結せず従って河JTTと連通しておる地下水は渇水卿 こも水が補

給され年較差は小となる訳である.

(2) 月 別 変 化

第 1図に示してある伊部部地区井戸④⑥⑦⑬の月別地下水位 (水搾)と月別降雨量,三峰川筋高遠月

平均水位,天閉川筋桜橋月平均水位との比校を示したものが第4図である.之で明らかな様に5月から

11月に至る問は雨量と地下水位との関係は殆んど相似的に変化している.倍12･1･2月は前述の様に地温

が低下する為に必ずしも降雨量と地下水位とは相似的関係にない.此処で注削こ値するのは⑬⑥の井戸

は④⑧の井戸に比して年較差が大であり且つ⑬⑥は渇水期に極矧 こ水位が下る.之は他よりの補給が渇

水期に少ない為と思われる.
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次に第1図に示す美'il;地区井戸①③④⑥⑲⑪の月別水位変化と月別降雨量,三峰川筋高遠月別平均水

位との関係を示したのが第5図であり,第1図に示す東春近地区井戸②④⑨⑪⑳⑰⑳の月別地下水位と

月別降雨量.高遠水位,桜橋水位,天龍川筋沢渡水位との開係を示したのが第6図である.第7図①㊥㊦

の河川,河床図面及び井戸標高と地下水位月別変化より求めたのが第8図①㊥㊦㊤で東春近地区,伊部

部地区の地表標高と月別地下水位との関係を示している.之で見ると東春近地区では⑨⑪⑧⑯⑫の天龍

川沿ひ井戸の方が⑨④③⑥⑤⑪⑳の三峰川沿ひ井戸よりも地下水が地表面近くまであり且つ6月と11月

の較差が小である.又伊部部地区の天龍川沿ひ⑦④⑮⑤①の井戸の方が三峰川沿ひ④⑨⑥⑲⑬の井戸よ

りも地表面近くに地下水位があり且つ28年6月と29年11月との較差が小である事は何れも河川水が地下

水に影響を与-る事が大きな原因と恩はれる.そ他地下水位較差に影響を与へる因子については今後充

分研究せねばならぬ.
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(3) 日 別 変 化

第 9及び10図は伊部部,突詰地区の地下水日変化と雨量 ･河JtT水位との関係を6月 (伊部部は昭和28

午,菜箸は昭和29年)及び1月 (伊郡部美語ともに昭和29年)を例にとって示したもので1月よりも

6月の方が降雨量に対する地下水の感度が大である.勿論6月の場合もその時の土地の乾湿状況,降雨

量の大小によってその感度を異にする.同様にして東春近地区に於ける地下水日別変化と雨量河川水位

との関係を示したものが第11図である.但しこの場合は昭和28年7月及び10月を例として取った･

(4) 時間的変化

第12図は地下水位時間変化曲線で莫驚区4097番地井戸に於て昭和30年8月12日より10月5日までの観

測せるもので特に8･9月の初中旬は降雨量が少なかった為地下水位は9月24日に74cm(水深)まで下

降したが,同月27･8日両日の降雨の為急に上昇し29日には137cmに達した･その較差は 137-74-64cm

である.伺降雨終止後地下水位が最高になる迄に要した時間は28時間である･

3.Radio-Isotope P32による遼遠実験

地下水の迭透を追跡する為に Radio-Isotopeを Tracerとして使用した.兜づ伊部部地区上農高校

庭土壌を第 13図の如きガラス円筒になるべく自然状態に近似せしめてつめ,上部よりP32･･--昭和30

年10月18日大学に到着せる P325mcを6.75% (1.912N)HCllOccにて稀釈し,その中1･1ccをとり

HC122ccで稀釈し更にその中4ccを取りそれに水 496ccを加え仝溶液を500ccとした･･･.･.を加えた･

第5図 突貫慧地 区地 下 水 位 月別変 化
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その場合ガラス円筒の断面積は A-Trr2-88.2cm当.

従って溶液88.2∝を表面に加える時は地表面に10m の降雨のあった場合となる.其処で･先づ88.2cc

を上部より静かに入れ,土壌面上 1.5cmにて測定せる時に 2720count(科研式2SIPl型)を示した･

10分後に土壌取出口より土壌を取出して測定すると②の位置で 114count15分後に①の位置で 114co-

untを示した.其処で更に20分後に88.2ccを加え測定を放けた結果第6表の如くなった.

之で明らかな事は P32の短少量が水と一緒に移動している事である.叉 P32の大部分は土壌中に附

著し,特に土壁最上部に残っている. 従って P32よりも更に水によく溶け且つ土壌表面に附着しない

RadioJsotopeを使用する尋が望ましい.

-49-



第6表 P32に依る遼遠実験 (カウント数)

測 定 琵 始 88.2ccを 加 え た.

最上部土壌 2,700カ ウン ト

最下部土壌 32ヵウン ト

水 40カ ウ ン ト

第7図 河 床 図
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第8図 調 査 地 点 枝 断 面 図
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佃この場合は50mm の降水があった事になるが,その中蕗透水として地下に流去せるものは

165
88.2×5 ×100≡37.4%

(但し降雨後16時間55分中)である.

4.地下水湧出量と土水路中の損失

大学構内に地下水の湧出せる横穴があるので之について三角堰を設けて流量を測定し,降雨と地下水

湧出量との関係を研究した.又その水は第14図に示す様な土水路を通って流下するので途中矩形堰を誤

け土水路中の水の損失を研究した. 第7表で明らかな様に昭和30年8月及び9月初旬は晴天が統いた

為,地下水湧出量は甚だ少なく9月10日に僅かに80.9cm3/secであり, その後暫くは降雨があっても

それ程増加せず,降雨は乾燥せる土壌を湿す役目に主として便ほれているが,9月下旬及び10月に入っ

てからの連続降雨によって急激に湧出量は増大し,10月30日には12,199.7cm3/secで実に9月10日頃の

約150倍の湧出量を見る様になった.
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第7表 地下水湧出量と降雨量との関係

第9図 伊 部 部 地 区 日 変 化 図
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叉10月31日に三角堰より231.9m下流の地点に於て実測せる流量は3410.6m 3/see,314.9m下流の地

点に於て英測せる流量は 687.2cm3/secが夫々三角堰の処の流量 (12,199.7cm3/see)に対し1/3.5,

1/17･8に減じている. 之は土水路側壁より遼透した水も多いが,又土龍穴等より流亡してしまった水

も多いと息はれる故土水路の維持には充分注意しなければならぬ.

此の様に土水路の中には水の遼透大なるものもあり,その様な土水路をコ-/ク1)-I.水路に変更する

時は地下水に潜しても可なりの影響有りと息はれる.

第 三 茸 南佐久郡穂積相乗馬流地区地下水

1.調査地現況

第2の地下水研究の地である長野県南佐久郡穂積相乗馬流は隣村の小海村より流れ茶たるスバ州tが
千曲川に注ぐ地点に在 り,(第15図参照1,その地点に存在する集水井 (○印)は束馬流部落の約 120戸

に給水する上水道の水源を成すものであって,その集水井の横断面図を示せば第16図の如くである.倍

集水井附近は両岸の岩石が迫り横方向よりする地下水の流入はほとんど考へられない地形であり縦方向

即ちスバ1)川上流方向よりの地下水流入が主と考へられる.又比のスバ ･)JH沿岸の岩石は集水井附近に

於ては火成岩であるが,それより梢々上流に行くと水成岩の部分もあり,地質的に見て相当複雄な地形

である. 上流部に於て治山工事を行った切土は所々赤 く河床に沈下し,一決深せる地域は除去せられて

いる部分もある.現地調査当日 (31年 1月7日)の河川流量は相当あったが,過去の流量記録がない為

過去との比較検討は出来得なかった.

第10図 菜 箸 地 区 日 変 化
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第11図 東春近地下水位 (地表一水面)日変化
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第12図 地 下 水 の 時 間 変 化 曲 線

第13図 RadioJsotope(P32)による蕗

透実験用ガラス筒 (縮尺 1/5) 第14図 地下水導水路平面図

半枚 T二二5:3∽ TL

2,室 内 実 験

現地土壌を 4地点から採取した.即ち河床土,流下土 (赤土),切土①,切土②でその中流下土とは切

土が流下して河床に沈澱した土であり,切土①は治山工事の行われた下流部の土であり,切土②は治山

工事上流部地点の土である.今夫々の4種の土についての土壌分析の結果を示せば第8表の如くである.

第8表 土 壊 分 析 (FineSoil中 の %)
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之で明らかな様に河床土は角傑74･49%と云ふ角傑土であ｡水の湊透は頗る良好な土である･叉恥

①及び②共夫々7･52%･11･48%と可成りの丑の- 含むが,之が河床に入 り流下する間に剛 上流部

に沈下し,下流に流下する部分は僕の全然ない大部分微砂と粘土で占められた土で,之が河脚 を酢

ている訳である･

第1咽 現 場 附 近 略 図

宕 塞 慮 封

次に第 17図の如き, 装置を作 りガ ラス円筒

に河床砂僅層を 30cm つめ, その上に水を入れ

て水深 4cm に保たしめる時は水の遼透量は水深

に換算 して0･28mm/secと云ふ非常な多量であ

る.

次に第17図砂傑層上部に流下土 (赤土)を2cm

の厚さに覆ひ水深を16- にする時の湊透量は急

激に低下し,その澄透畳を自記々録計で測定する

と,水深に換算して0･0000875mm/secとなり,

流下土層3cmにする時の蕗透量は0･0000585mm

/secで,又流下土層4cm にする時は港透量

0.0000477mm/secとなる･

流下土層各厚さに於ける湊透量の時間的変化を

示せば第18図の如 くである･

灯
心

十

-

第16図 集 水 井 断 面 図

_56-



第17図 自記々録計を用ひた蕗透実験図

41
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第18図 漏水量一時間関係図

珂 Ji7 →

従って流下土層4cmに於ける鯵透量は流下土層の無い時の約1/6000となり明瞭に流下土層が河床迭
透面を覆ひ水の湊透を阻止している尊が分る.

次に此の流下土層を除去して河床砂瞭面を出し,水深を4cmにすると再び水は遼遠を開始し,湊透量

は急激に上昇して0･25mm/secとなる･此れからも流下土が如何に水の蕗透を阻止しているか 明ゞ瞭で
ある.

Radio-Isotope P32を使用せる実験は第17図に示す様に流下土 2.5cmの状態に於て P32を投入 した

訳であるが ⊂此の投入 P32(HCl溶液)は 2,680countのものである〕投入後59分後に①②⑨④の4地

点の土壌を採取し,2進式放射能計数許で測定せる結果は

0 541 count

@ 32

@ 32

④ 32

で P32は表土より移動していない事が明らかである.

3.降 雨 量

北牧'臼田,大沢の各観測所に放ける月別降雨量は第9表の如し.

之で見ると昭和30年12月の降雨量は他に比して少量であり,従ってこの河川流域もやはり相当少量の

降雨量しかなかったと考へられる･故に降雨量の少い事がある程度地下水位低下に影響を与へていると
思ほれる.
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第9表 降 水 量 年 別 月 別 一 党 表 ( )印 は 積 雪 量



第 四 章 結 語

以上二つの地下水調査研究によって次の如き結論が出る･

1.三峰川沿岸地下水については

(1) 地下水位は気象特に降雨量によって非常な影響を受ける･

GZ) 地下水位年較差,月較差等,較差について注意すれば河川と地下水の関係が可なり明瞭となる･
(3)Radio-Isot｡peは水に充分溶解し且つ土壌表面に附着しない物質を利用して水の珍透を追跡して

行けば有力なTracerとなる.

(4) 土水路は維持管理が充分でないと漏水が甚だしい.

其の他ダム築造による地下水の変化について以上の研究により種々推論出来るが,現在得られた比の現

況を基礎としてダム築造後の地下水変化を調査し,地下水変化の原因がダム築造にあるか･その他の因

子にあるかを研究する事が必要であろう.

2･南佐久郡穂績相克馬流地区地下水については

(1) 集水井堀蟹地点について考慮すべき点がある,

(2) 本地点に於ける集水井の位置について考へるべき点がある.(第16図参照)

(8)流下土切土は河床面よりの水の港透を阻止する性質を有する.

故に地下水位低下に影響あったと考へられる.

@730年12月降雨の過少は地下水位低下に影響あったと考-られる･

(5) 集水井に関係する河川の流量等は今後研究すべき問題である.

最後に本研究に御協力戴いた三峰川総合開発事務所,伊部建設専務夙 建設省赤穂事務所,長野県治

山課,南佐久地方事務所及び地元の各位に感謝を捧げる次第です.

以 上
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Summary

Wegotnextresultsbystudiesongrolmdwater.

1.BystudyongroundwateratMibariver.

(1) Ground watrelevelisinfluenced by meteorologicalelements, especiallyby

precipitation.

(2) Byyearrange,monthrangeandotherrangeofgroundwaterlevelwecanfairly

understandtherelationbetweenriverandgrolmdwater.

(3) Radio-isotope thatissufficentlydissolvedbywateranddonotadheretosoilsur-

faceiseff∝tivetracertopercolationofwater.

-59-



(4) h earthchannelthatisnotcarefullymanagedwaterpercolatesverygreatly.

2.BystudyongroundwateratⅡ02;umivillage.

(1) ItisnecessarytoconsidertothepointinwIlichthewellwasdug.

(2) Itisnecessarytoconsidertothepositionofwellinthisrx)int.

(3) Cuttingsc'ilhasqualityoftin-Percolationofwater,sowethinkthatthesoilhas

influenceondecreaseofgrolmdwaterlevel.
(4) ItwasunusuallyinDecember,1955,Sowethinkthatthathasinfluenceondecre-

aseofgrolmdwaterlevel.

(5) Flowofriverwaterrelatingwithwellisaprospecitivestudyproblem.
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